1997:347, 島袋 1997:361, 津波古 1997:381, 須山 1997:452)。八重山方言には 存在するかどうか判断しがたい (石垣方言には狩俣 1997:407 と宮良 1995:236- 1987 [1976] 1987 [1976] 

243 によれば存在するが、宮城 2003a,b と前新 2011はそれに言及していない)。 例文はすべて各々の著者の表記を用いている。 2.1.1 奄美方言 奄美方言の動詞アロキュティビティーの接尾辞は以下の通りである(内間・野原 1976、内間 1984、 寺師 1985、平山 1986、菊・高橋2005、 Niinaga 2010 と重野 2010a,b )。 表 3: 奄美方言の動詞アロキュティビティー 大島 浦 -jor- 名瀬 -jo:r- 湯湾 -jawor- -jo:r- 古仁屋 -jo:r- -jawor- 喜界島 志戸桶 -e:r- 荒木 -e:r- 徳之島 浅間 -e:r- 井之川 -je:r- 亀津 -je:r- 沖永良部島 畔布 -jabir- 和泊 -jabir- 具志堅 -jabir- 田皆 -jabir- 知名 -jabir- 与論島 茶花 -jabir- 上記の参考文献に挙げられた例文を以下に示す。 大島浦方言 浦 方 言 に は -jor-と い う 標 準 語 の マ ス 形 に ほ ぼ 同 類 の 接 尾 辞 が あ る ( 重 野 2010a:284-5 )。 しかし、この形式は、マス形とは違って、尊敬すべき主語のある 動詞に直接付けず、動詞の尊敬の形に付く。 (3) basu=nu k-jo-ta バス = 来る - -   バスが来ました。 (4) amu=nu ʔ fur-jor-i 雨 = 降る - -   雨が降っています。 (5) ho darjor-i ɴ 本 : -    本です。 (6) wa =ja aQsja ɴ ʔ gaQkoo=ccji i-jor-i ʔ 1 =   明日 学校 = 行く - -   私はあした学校へ行きます。 (7) sensee=nu gaQkoo=ccji imor-jor-i ʔ 先生 =  学校 =  行く : - -    先生は明日学校へ行きます。 大島名瀬方言 名瀬方言では -jo:r-という接尾辞を使って動詞の丁寧体ができるという(寺師 1985:131,187 )。 (8) a. jum-jo:-ɴ 読む - -   (私・貴方・彼が)読みます。 b. jum-jo:r-aɴ 読む - -   (私・貴方・彼が)読みません。 助動詞 ar-( ある ) を使って形容詞の丁寧体も成り立つ。 (9) a. ha:sa (a)r-jo:-ɴ 赤い ある - -   赤いです。 b. ha:sa (a)r-jo:r-aɴ 赤い ある - -   赤くないです。 大島古仁屋方言 (10) arrja kak-jawom 彼 .  書く - .   彼が書いている。 ( 内間 [1984:634]) ( 
この動詞は既に上代語に現れるが、丁寧・ 丁重動詞どころか、その時代はまだ謙 譲動詞として使われていたかどうかさえ明確ではないようである。 (52) Nakamaro2-i -   1 tosite 1 --t-u   仲麻呂 - 忠実 - 臣 として 仕える : ---     仲麻呂は忠実な臣として奉行した。 (SM 34) 琉球諸語に初めて現れるのは十五世紀の申叔舟著の海東諸国記で、十六世紀 のおもろさうし (OS)には丁寧用法もある謙譲助動詞として使われている(仲宗根

  :233 、 Hayashi 2010 、 Pellard 2010 と Pellard 2012(私信))。 西岡 ( 2010:206-7 )は野原方言のビャー(ヤー)(標準語の「~かな」に相当)が もともとは丁寧の意を持っていた可能性があるとしているが、これは実は Yogi (1934:75)が挙げる宮古方言の日本語訳に使われているマス形によるもののよう で、認めがたい。 なお、西岡 (2010:208) 宮古方言の民謡に現れるサマーズ(「する」の 尊敬語、 「なさる」)とンミャーズ(「行く・来る」の尊敬語、「いらっしゃる」)宮城 2003b:55) しかし、宮良( 1995:236-7 ) と狩俣 ( 1997:407 )によれば、次の例のように丁 寧形(アロキュティブ形)としての用法もあると主張している。 (48) çibat i-naŋ a ʃ sono noti namu kado firo-ku mo nar-i-faber-u  後  門 広い -  なる -

(

  :233 )。 OS には勧誘形しか現れない(外間 ・西郷 1976 [1972]:523, 高橋 1991:295, 431 )。 (53) wezoniya=no uchi=ya amahe-yaber-a ゑぞ祖 = 家 =  喜ぶ . -: -    hokor-i-yaber-a 喜ぶ --: -    ゑぞ祖の家で喜び祝福しましょう (OS 5-78 [289], 外間 ・ 西郷 1976 [1972]:108, 外間 ・ 波照間 2002:209) すばらしい種を乞いましょう (OS [404], 外間 ・ 西郷 1976[1972]:154, 外間 ・ 波照間 2002:271) -yaber-のアロキュティブ用法は琉歌に明確に現れる。スルを例に取ると、勧誘形 (シャビラ)の他には、非過去形の連体形(シャビル)や過去形(シャビタン)、疑問 形(シャビガ)などが現れる (外間 1997 と西岡 1994)。 一方、奄美大島のアロキュティブ形の由来は、重野 (2010b:286)によると、尊敬動 詞オワル(中古語のオワスと同根、迫野 2005:4-8 )に遡るという。このオワルは石 Antonov 2013) 。 中 世 語 の オ ヂ ャ ル と オ リ ャ ル も さ る こ と な が ら and Pavel Grashchenkov (2009) Verb Morphology and Clause Structure in Basque : Allocutive. Presentation at Morphology of the World's Languages, University of Leipzig, 11-13 June 2009. Aikhenvald, Alexandra (2010) Imperatives and Commands. Oxford: Oxford University Press. Alberdi, Javier (1995) The develoment of the Basque system of terms of address and the allocutive conjugation. In: José Ignacio Hualde, Joseba A. Lakarra and Robert Lawrence Trask (eds.) Towards a history of the Basque language, 275-295. Amsterdam: John Benjamins. Antonov, Anton (2013) Grammaticalization of allocutivity markers in Japanese and Korean in a cross-linguistic perspective. In: Martine Robbeets and Hubert Cuyckens (eds.) Shared Grammaticalization with special focus on the Transeurasian languages, 317-340. Amsterdam: John Benjamins.